
平成２９年度第６回番組審議会議事録 
１．開催年月日 平成３０年 ３月２７日（火） 
２．開催場所 ㈱フラワーコミュニティ放送  
３．委員の出欠 委員総数 

  ５名 
参加委員数 
  ３名 
出席委員の氏名 

吉田武美、梶山立志、時里康範、 
欠席委員の氏名 

秋元一浩、福島房子 
放送事業者側出席者名 
  取締役放送局長 早野久則 
 

４．議題及び議事 
  の概要 

(1) 報告事項 
・番組名  …東日本大震災を経て「小谷連合自主防災訓練特番」 
・ナビゲータ…伊藤 恵 
・放送時間 …３月１１日 １６時３０分～１８時（９０分間） 
  
(2) 審議事項 
・上記番組について 

 
(3) その他事項 
・その他事項 
・次回番組審議会の日程決定 
 

５．審議内容・答申 
  意見に対しての 
  処置等 

内容 
・前回平成２９年度第５回番組審議会議事録及び今回審議頂く番組

資料、防災訓練次第、春の番組表等、関連記事、鴻巣市防災計画抜

粋資料等を配布し確認後、放送同録を再生しながら審議に入りまし

た。 
 
＜局長より＞ 
資料・訓練次第等にも有りますが鴻巣市では東日本大震災以降、自

助、共助、公助の観点から自主防災組織の活用を進めています。 
現在、今回の小谷地区以外には田間宮、松原、常光地区の４地区の

みとなっています。番組の中でも有ったように水消火器訓練、１１

９番通報訓練、AED 動作訓練、車椅子体験訓練、炊出し訓練など

一度体験するとしないとでは全然違うのでこうした番組で知り、自

主防災組織が少しでも広がって行けば良いと考えます。又、市民の

方々も各地区や鴻巣市防災訓練等に於いてもこうした各種体験を

経験頂ければ次の災害時には必ず役立てるものと考えます。また、

見ているだけでも違うと思います。また、鴻巣市危機管理課長の講

話も出前講座としてお願い出来るので活用して頂ければと思いま

す。 
＜次ページへ＞ 



＜前ページより＞ 
＜番組審議委員より＞ 
１１９番通報訓練からは、実際の通報では、かなり細かいところま

で電話口で質問され答える事が分かりました。 
基本的な住所や症状以外に現在、倒れている場所・階数や経過時間、

年齢、既往症など駆けつける消防隊の体制、はしご車が必要か等、

一刻も早く駆けつけて欲しいが電話でなるべく詳細の事前情報が

救急隊にも必要な事が分かり良かったです。 
広域化しているので「本町」「神明」が各市にも有る為、必ず自治

体名が必要、また携帯電話が普及しているが携帯だと通報も通信基

地局の受け局の場所に拠っては他自治体へ、なので可能であれば家

の固定電話であればその通報時点で自動的に各自治体の場所把握

が出来るので優先してほしいというのが良く分かりました。 
訓練体験者の訓練後インタビューにもありましたが何でも一度で

も見たり体験したりが必要な事が番組を聞いて分かりました。 
現在、鴻巣市内で４地区・４校のみということですが是非、今後も

増やして欲しいと思います。 
今回の AED 体験訓練を行った女性消防団１９名も地域ボランティ

アという事で日本の地域連帯の強さが良く分かりました。 
地域ボランティアも地域により差が有る様なので１９名という定

員を増やして対応して頂ければと思いました。 
放送を聞いている人には、こうした防災訓練を体験していない人も

いると思いますので、この放送を聞いて是非、次の機会には参加、 
見るだけでも良いので参加して頂ければと思います。こうした地域

防災行事等の紹介番組は良いと思います。今後も続けて欲しいと思

います。 
墨田区東京都復興記念館には関東大震災復興時のスケッチが展示

してありその当時の人々の生々とした表情が伺えます。遺構等もあ

り是非、近くに行った時には見て欲しいと思います。 
 
＜局長より＞ 
様々なご意見、ありがとうございました。 
今後共、宜しくお願い致します。 
 
＜その他事項＞ 
特になし 
 
次回の番組審議会の日程決定 
＜番組審議委員長より＞ 
平成３０年 ４月の番組審議会を休会とし、次回の平成３０年度第

１回番組審議会を平成３０年 ５月２９日、午後１８時から開催と

することを決議します。 
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